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ァメリカンビーテグラスは米国大平洋北西沿岸の砂丘

地におぃて飛砂固定草として使用し砂丘固定に成功を収

めている。わが国におぃては1951年本砂草を導入して以

来原勝氏および筆者の共同研究にょる結果,鳥取地方砂
丘地で非常によく生長繁茨しわが国の砂草類には見られ

ない種々の特性を有しており現在迄のところアメリカン

ビーテグラスが飛砂固定用砂車として最も適当であるこ

とが明らかになつた。125)

しかし海外の文献等を見てもアメリカンビーチグラス

の飛砂固定機能に関する数量的な研究lrtあ まりなさたて
いない。そこで筆者は砂丘の位置おょび植我密度等の関

係にょる飛砂固定の定量的な面を研究することにより,

今後砂丘地における飛r」 固ヽ定にビーテグラスを不」用する
に当つてその最も合理的で旦また経済的な方法を究明
し,併せてビーテグラスの飛砂固定に対する機能を理論
的に裏付けょうとして行つたものである。

本研究に対し有益な御助言を賜つた京都大学遠藤隆―

教授,本学原勝名誉教授および池田茂教授に対し深く感
謝の意を表する。

I実 験 材 料

飛砂固定に対するアメリカンビーテグラスの特性

本砂草はホモノ科植物に属し多年性草本で粗い強靭な

葉を有し表面にはクテクラ (角皮)がよく発達してロゥ
物質を生じ光沢を有しているので高温および飛砂にょる

機械的障害に対して強い抵抗力を為してぃる。また葉の

表面には厚い毛を有していて日光の熙射を防ぐスクリー

ンとなつている。地上部の茎葉は鳥取地方砂丘では草丈
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海岸砂丘地におけるアメ リカンビーテグラスの

飛砂固定機能について
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the COastal Sand Dune.

15Cl勁 内外となる。茎葉は12月上旬頃迄は青々と繁茂し

ているが降雪とともに枯れて残り翌春2月下旬～ 5月 中

旬にかけて新しい孝を出し, 4月 から7月 にかけて旺盛

に分けつする,また地下茎を仲ばして盛んに増殖する。

地下茎の伸長状況について見ると1年間で 2～ 5知 も仲

びその間をlo～20鬱間偏各に新しい個休を作つて速かに

砂地を被覆する能力を持つている。披覆力は旺基で秋ま

たは春植付時に 5～ 5本を寄檀えすると翌年およびそ

の年の秋には株数が 4～ 5倍以上にも増加し砂表面が見

られない程密に砂地を被覆する。飛砂のために移動した

砂が 4 4pr以上も堆砂するような個所では砂のあまり移動

しない内方におけるものよりも一層繁茂も速かで,かつ

また地下茎による繁殖の著しいことがわかつた。

冬季地上部の茎葉は枯死するが,枯茎葉はそのま I残

存し容易に冬李の季節風によつてもぎ取られないで密に

砂地を被覆し枯茎葉の車丈の全部を埋めつくすまで飛砂

をFtl定する能力を持つている。そうして翌春には一見盛

上つた裸地状のところから一斉に新しい芽を出して速か

に砂地を被覆することが見られた。根系について見ると

極めて細い根が著しく多く発生し深さ40配に屯およんで

いて堅く砂を包んでいる。更に地下茎によリー層砂地を

被覆するので容易に風により侵食されない。飛砂のため

に移動した砂がビーチグラスを埋めて行くに従つて地上

部も次第に仲長するとともに潮次埋まつた茎の部分より

根が発生している。筆者が調査したもののうち最も深い

ものにおいては植栽当初より約 1物の高さに飛砂が堆積

したところのものでは最初の位置から60～70鰍も上に根

系の位置が上昇しておりその間に数ケ所より根が出てい

た。飛砂による砂の堆積とともに次第に根系の位置が上

部に移り,ま た地上部もそれにつれて旺盛に伸長するこ
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とが見られた。(写真参照)こ のことは上述の如 く飛砂
の移動のはげしいところのものが他の砂のあまり移動し

ないところのものよりも一層繁茂生長が旺盛であること

と合せて,こ の 2つの特性は他の在来の砂卓類と比較し

てビーテグラスが飛砂固定機能の大きいゆえんであると

思われる。

Ⅲ ピーチグラスの植栽密度別飛砂固定量実験

1実 験 場 所
(A)第 1試験地
1956年 12月 鳥取市浜坂鳥取大学農望部砂丘研究実験所

構内で汀線より200J77内方の海岸側斜面で傾斜角5°～8°

の比較的ゆるやかな地区を選び主風に直角な方向にビー

テグラスの植栽密度別試験区を設定した。 (写真か照)

Tablc l  COmposition Of numbcr l  tcst plot

on thc land plantcd with bcachgrass,

(in Sand dunc)

に値我した。C区 より10"お いて10″″×40,″ の裸地を作

りD区 とした°

(B)第 2試験地
1958年 5月 ,前述の第 1試験地の後方 で 月

‐
線 より約

5側〃夕内方の人工砂丘頂上部に本試験地を設定した。(写

真参照)

試験区の構成は第 2表の如くA区は10駆 ×郷 7JPの 全面積

に列間,株間とも40勁 とし5～ 5本を寄植えし千鳥状に

した,こ のA区 を10,″ ×40″ と10η ×40′ ,′の 2つに区分

しAl,APと した,(以下各区とも同傑)A区 よりlo,″
はなして同面積に列間,株間とも50♂″とし乙～ 5本を寄

植えし千鳥状とした。B区 より10′″はなしてC区を作 り

主風の前半 5'''迄は列間,株闘とも50勁後半は40勤 とし

て全面に植栽した。C区 より10′″はなしてD区を作 り10

''2×
20JJrの 全面積に 2″夕の方形を作 り株間如θ″で網植え

を行つた。D区 より10″′おいてE区を作 り裸地状として

比校対照した。

2実 験 方 法
(A)堆 砂量の測定
ビーチグラスの植我と同時に各試験区 の風上 5物 と

4すみに基礎杭を設定し最初の基準線を測量して お い

た。その後定期的に基礎杭の長さの変化およびレベル測

量等を行い,堆砂のための地盤の変化を実測した。

飛砂固定量を量的に測ることは種々の困難があるが上

述の実測結果をもとにして各試験区中央の主風方向にお

ける縦断面 l奴Iお よびそれに対する風上面の横断面図およ

び風下面の横断面図を作 りそれ等の組合せを基礎にして

幾何学的方法により比較的現地の堆砂量に近い飛砂固定

量を計算した。ビーチグラスの繁茂状況は第 1試験地に

ついて見ると植枚した翌春の1957年 7月 の調査では株数

の平均はA区が15本 ,B区が21本,C区が18本で草丈は
各区とも80～ 120 fy/Jで大差はなかつた。その後1958年 7

月頃には各植我列間,株間とも区別がつかない程密に繁
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Notc: *Plot D:Non planting_
Planting mcthOd of plot A: 4 RO、 vs―bordCrcd

Planting 、vith bcacchgrass.

試験区の構成は第 4表の如くA区は 10″,× 10,″の面積に
周囲 4列のみ植我した,列問,株間ともに50例 とし5本
を寄植えし千鳥状に植栽した。A区 より10脇 おいてB区

を作 り10/1P× 10物 の全面積に列間,株間 ともに 46σ″と
し, 5本を寄植えした,各列の株は千鳥状になるように

植栽した。B区 より10〃 ,おいてC区を作りB区 と同面積
の全面に列問,株間とも50ど″とし5本を寄植えし千烏状

TablC 2. CompsitiOn Of numbcr 2 tcst p10t On thc land plantcd

with bcachgrass.(in sand dunc)

Itcll■

Planting arca

Planting spacing

Numbcr or clump

Nttc:Pお t C:(盤
稼atirLり
�g

P10t D:Nct worlt with o.4物

茂して 1株が各区とも5Cl～50本に

分けつした。更に各植我区の周囲

1.5～ 20"夕 の中に亘つて地下茎に

より新に繁茂して被覆面積が拡大

し,そのために飛砂固定量を一層

大きくしていた。第 2試験地につ

いても同様の繁茂状況であつた。

る 実験結果および考察
(A)第 1試験地においての結
果

第 1回 目の飛砂固定量の測定は

″′  ″ι
10× 20

0.4

5～5

″夕  ″タ
10× 20

05
5～5

η   ″ι
10× 20

Non planting

I SPaCing : o.5′″
〃   :04″,

Planting spacing
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1956年 12月 ビーテグラスを植栽してから

2回 目の冬季を経過した1958年 5月 まで

のものである,次いで第 2回目は植栽し

てから2年経過した1958年 12月 ,第 5回

目は同様 4年経過した1960年 12月 であつ

た。鳥取地方砂丘地においては 1年のう

ちで最も飛砂のはげしいのは晩秋から冬

季にかけてであつて特に冬季積雪のない

間は強い季節風によつて飛砂は一層はげ

しいもので 1年間の飛砂量の大部分を占

めているものである。

第 1図は第 1試験地において主風方向

における縦断面図をあらわしたものであ

る。第 2図は第 1図の植裁最前列 (水平

距離 0脇 の地点)で風上面の横断面図お

よび植栽最後列 (水平距離10躍の地点)

で風下面の横断面図をあらわしたもので

ある。

飛砂固定量の算出はまず第 1図におい

て各試験区別に区分求積により主風に平

行な中央部分の平均断面積を算出した。

第 2図の横断面図を見ると中央部分と大

体同じ断面積を持つている巾 (長さ)は

8町 であるので上述の断面積に巾 (長さ

)8筋を乗ずると各区の中央における飛

砂固定量が算出さ注る。次に第 2図にお

ける各試験区の中央部分を算出した残り

の両端部分の面積を別に求めて各区の中

央部分の堆砂量に加算すると第 5表の如

くなる。

また各試験区の中間部分においてもか

なりの堆砂が見られたOD区の裸地にお

bcachgrass.

3

2

4

0ウo ぉ
/ゎ琲れをみθ屍♂生ヱti〃"み

Notc :   Nunabcr of linc   Datcs Of survcying

4 …Ⅲ…・…Ⅲ…  Dcc. 1  1960

P10t:  A.B.C,D(Contr01)SCC tablc l.
Fig。 1. ThC proFilc Of hcaping sand by thc movcmcnt of sand
On thc bcachgrass.(No.l TcSt plot in sand dunc)

Tablc 5. Fixcd volumc Of b10、 vn sand in land plantcd writh

(No.l TcSt plot)

Fixcd volumc Of blown sand(m3)

けるものはそれぞ

れ同様な方法で算

出し第 5表の如 く

負の記号のものは

風食により持ち去

られて低 くなつた

量を示している。

植栽してから 1

年 5ケ月経過した

19関年 5月 , 2年

経過した1958年12

月,お よび 4年経

過した1960年 12月

Datcs Of

survcyェ ng

Lapsc from

planting

l yCarand 5 mOnths

2 ycars

4 ycars

Plot

８

８

０

晦
Ｄｃｃ．Ｄｃｃ，

2.

4.

1.

106.59

181,74

26544

118.50

245.08

459 95

99,75

17る .52

520.64

D
cOntrol)

-26.10
- 7.10
55,90

Notc :  Datcs of planting of bcachgrass : Dcc. 1.1956.
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の5回に亘る飛砂固定量をまとめると第 5表の如くであ

る③上表の結果から見るに第 1回の1958年 5月 において

は値栽密度別による飛砂固定量は余り大差が見られない

ようである。即ちA区の如く月剛 4列のみ植我したもの

においても他の全面植殺のものと大差のない飛砂固定量

であつた。これは試験区の設定についても種々の問題が

残されていると思われるがB区のものが最も多く次いで

A区 ,C区の順序であつた。
19邸年12月植栽してから2年を径過した時の測定にお

いてはA区 18174″夕B, B区閉508知 将, C区 17652η
'3

の飛砂固定量が実測された。植哉してから4年目に当る

196Cl年12月 においては A区が必5,44ηη3, B区が459.95
,″3,c区が520.64犯 3の飛砂固定量が実測された。
植栽してから2年目におけるビーチグラス植栽地内の

地盤隆起高はA区が1.52,″ ,B区が157″夕,C区が1.42
′′ι,4年目においてはA区が165″ι, B区が2.25η , C
区が210″,であつた。

19粥年5月 の測定結果から同年12月 の測定までの約半

年間に堆砂量が激増している,即ち全体の堆砂量の約 4
割がこの期間に堆砂されている。これはビーテグラスの

繁殖力が増大しまた各植栽区の周囲15″ι～2.8″ιの中に

亘つて地下茎により新しく繁殖して被覆面積が拡大され

たこととまたこの期間がかなり飛砂の多い時であつたこ

とと合せて飛砂固定量を一層大きくしたもの と思われ

る。

50/ゎ
rty"79ず

°
),どゥご● ?° 叡

ャfヤイメ__‐ 3強cЙ 9,aS'

D区の対照区は裸地のため試験区の瓜上 5″から試験中

央にかけて深さ2C♂″程度が 2年目で侵食されている,更

に4年目になると5知風上は深さ4o肋程度侵食され 後方

はむしろ高さ20勁程度堆砂していた。C区 の密植区は地

盤隆起高が 2″夕にも及び最も大きかつた,こ れは櫨哉地

内の風力減殺効果が大きく飛砂は大部分がビーテグラス

値栽地内で固定されたためと思われる。

B区の疎植区においては密植区 (C区)に比技して風

力の減殺効果が少 く,飛砂は試験区の後方で多呈に凹定

れさる結果となつている。またB区はA区 ,C区の中央
に位置し左右の影響を受ける結果一層堆砂量を大きくし

ている。植哉してから2年目におけるA区 (周囲 4列の

み植栽)は他のB区おFび C区の如き全面植哉とほぼ同

じ程度の飛砂固定量があつたことは今後大いに注目した

いことであり2年程度の一時的に飛砂を止めて4との植林

を行うためにはビーチグラスが4列程度でもその効果が

かなり見られることを物語つている。

各試験区における風土面の傾斜角度について第 4回 目

の19認年5月 と5回 目の19測年12月 の2回に亘る測定結

果を示すと第 4表の如くである。この表について見ると

植殺密度による相違はあまり見られないようである,植

栽後 2年目においては一番高い部分においては24°～29°

の範囲で現地の砂の息角よりかなり小さい傾斜角度であ

つたが4年後になると大体砂の息角かまたはそれ以上に

なつていることがわかつた。

30          4o
Crο ,キ 5c,ποンげ ψえ江ジげユ

Notc:   Numbcr of linc&Plot i Samc as Fig. 1
Fig.2. Thc crOss―scction of hcaping sand by thc movcmcnt of sand on thc plantcd

land with bcachgrass.(No.l TcSt plot in sand dunc,)
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TablC 4. Angles Of inchnatiOn on thc windward of land Plantcd with bcachgrass.(No.l TcSt plot)

Dates Of

TOp ―

  |  1爺

グ電
°
1好
呟
°
1算
理
°
1豚
�
°
|た ,

Ⅲfay 2.  1958

1)ec. 1.  1960

24° -27°

42 -56

11°～ 17°

51～翻

Notc : Datc Of planting : Dcc. 1. 1956

Anglc of rcposc Of sand: 50° -54°
Top : At thc pcakcd part.       Low i At thc 10w part.

(B)第 2試験地の人工砂丘項上部の各試験区別飛
砂固定量

前述と同様の方法によつて各区別に実測した縦断面図

および横断面区を作り第 5図 ,第 4図を得た。この両図
より前述の方法により飛砂固定量を算出すると第 5表の

如くである。この表より見ると各試験区とも堆砂量は大

きい差異が認められない,こ の試験地は前述の第 1試験

地よりも面積が 2倍大きく風向に対し大きく拡がつてい

る結果このような平担な堆砂がなされたものと思われる

しまた風下に接してニセアカシャの植林帯があるので影

響したためかとも思われる。この実験でD区の如く2効
の方形による nct_wOrk(網 植)の ものが他の企面植栽
のものとほぼ等しい結果が得られ前述の第 1試験地のA
区と同様の傾向が見られた。各試験区とも風上で約 55

planting:

WIarch. 1.1958

Datcs Of survcying : Dec. 4. 1958

Plot i Scc tablc 2

Fig 5. ThC PrOfile of heaping sand by

thc mOvcmcnt OF sand On thc
plantcd land with bcachgrass.

(No.2 Tcst p10t sand dunc)
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Notc :   Datcs Or planting : こヽarch. 1  1958
Datcs Of survcying : Dcc. 4  1958

P10t:A.B,C.D.E(control)
Scc tablc 2.

Fig.4. Thc crOss_scctiOn Of hcaping sand by thc mOvcmcnt

or sand on thc plantcd land with bcachgrass,

(No.2 Tcst p10t in sand dunc.)

初,風下で55勁～40勁程度の堆砂にょる地盤の隆起が実
測された,然し反面裸地のE区においては風上面で15勁
～20勤程度風食にょり低 くなつてしヽることが見られた。

(C)風 速 の 測 定
19粥年 7月 ,第 1試験地の各区につき風速の測定を行
つた。風速計は理工研式小型 ロビンソン風速計 および

ビラム風速計を使用した,測定の高さは地面上 5勁 ,10
勤 ,5Cl勁 ,60勁 ,80勁 ,100勁 , 120効 に し た 。 測 定 日

の風向は北々東で植栽列に対し約500の 角度で吹いてい

た,地上高 1物の風速がる～7η夕/S,で 裸地では既に砂が

移動していた。測定方法は試験区の前方

汀線近くに同上の風速計 1基を置いて標

準風速とし,他の 1基を用いて各試験区
につき順次同時観測して風速を測定し,

それぞれの高さの標準風速に対する風速

比を求めたものが第 5図である。この図

は 5～ 4回の平均値を示した ものであ

る。また図中◎印は河田三治氏等ア8′ 9)

による地上50rP/1に おける砂の動き始める

限界風速 48″ /S(砂が乾いている場
合)を この場合の標準風速に対する風速
比で示したものである。従つてこの◎印

のミより地上5o物の風速比が小さければ

砂は概して移動しないことを示すもので

ある。

第 5図について見るとビーテグラスの

値栽地の風上 08脇 (地上に直立してい

るビーテグラスの車丈が約 08解 である
のでこの高さをHとする)即ち lHお ょ
び風下 4H, 2Hと 順次地上 5勤～10肋
の高さ迄は次第に減風効果が見られ,更
に値栽地の中央部にあたつては一層減風

効果が大きかつた。今回の測定の標準風

速では裸地は既に砂が移動していたが植

栽区の風上 lH,お よび風下においては
砂の移動は見られず第 5図からもうかがわれるようにい

ずれも飛砂の限界風速を比に示した値よりも小さい風速

比であることがこれを立証していた。更に地上50f//J～ 60

♂″迄はかなりの減風効果が見られるが地上のビーチグラ

スの草丈の80蝕を越えて高くなると急に風速は標準風速

に接近していくことが見られた。各試験区各の植栽密度

のちがいによる減風効果の差違は今回の風速程度では大

差は見られなかつた。

ビーテグラス値栽地における堆砂の粒経分布

ビーテグラスにょり飛砂を固定した各部分における堆

ｍ
６

５

４
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２
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０

蛹
も
、
ミ
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、Ｓ
　

Ｎ
ミ
■
ミ
ヽ
小
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７
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い
静
ミ
静

）ヾぎ
当

ｏ

TablC 5, Fixcd vOlumc Of b101/1■ sand in land plantcd with bcachgrass.

(No.2 Tcst p10t)

砂の各粒経に対する

重量分布を示したも

のが第 6表である。

これによつて見ると

植栽区 (A区,B区 ,

C区)の 頂上部即ち

風_ヒ面の頂部は減風

効果にょつて砂粒の

粒任が裸地のものと

比較して非常に小さ

Dates Of

survcylng

Lttpsc

frOrn

p12nting

Fixcd vOlumc Of b10wn sand(m3)

E
controユ )

I)CC. 4,  1958

CrD5づ―jffr4。ヵ γ 19θ炒置ど

F/nユ
9'aF5

Datcs Of planting of bcachgrass : こヽarch l  1958

159 68 52 20
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TablC 6. Rclativc sizcs Or sand grains in thc land plantcd 
、vith bcachgrass.

(TCSt plot No,1)
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q:地繋澪霊ぞ斌&√
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Plot  Numbcr Of linc

A III料
:�

鮨
:阜

嶋m脱

B III彎♂種
町燃dttv工転tttt�H的

(No.l Tcst Plot in sand dunc.)

ｄ
ｎＷ

‐０
挽

　

　

ｂｙ

plant

Sizcs Of sand

D
COntrOl

%

0.1

40,7

57 5

04
1.5

5.6

51.6

5コ

57 6

1.5

05

0.1

61,0

6.9

51.5

0,5

0.5

勇 5

2,る

40.9

0.6

01

0.5

70 5

2.1

26.9

0.2

05
55 6

9,4

54,2

05

0.1

46.9

4,0

48.0

1.0

OVCr   2 0

2.0～ lo
10～ o.Й
O.54 ～ 0,25

0.25～ 0,18

0.18 ～ 0.15

0.15～ 0.11
undcr  o ll

ヤ`ことが見らオtる。

夏に植栽区の中央 (風下)におぃては_層砂の粒経が
小さく減風効果が大きいことを示している。植栽密度に
よる粒経の相違はあまり顕著でないが概して密度の大き
いものほど砂の粒経が小さいことが見られた。
Ⅳ 学内に設定した可ヽ型砂丘上で簡易な送風機による
ビ…チグラスの飛砂固定機能の実験

4 実験方法 学内に鳥取市浜坂鳥取大学農学部砂丘
研究実験所構内の砂を持ち帰り縦45η横5″ ,厚さ05″
の小型砂丘を作りこれに外部の自然風を述断するため砂
面上1.5″ の高さ迄 トタン板で枠を作つて囲い,更にそ
の上を鉄骨で張りめぐらした後その上をビニール天幕で
覆うょぅにした簡単な風洞装置の中て理興送風機 (R.
A/1.S型 5馬力)を使用し人工的に一定の風を起して実
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Fig. 6. Apparatus for catching

blon7n sand

(Sand COllCctOrs)

略ゅ>
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Fig. 7. Plane figurc Of apparatus for b10wn

sand cxpcrilncnts.

Table 7.VaritttiOn Of wind

wind‐ tunncl.

Hcight abovc

surfacc in cm
Lccward Windlvard

uSC  l nOn

の風速は上述の裸地

の場合と同一地点に

おけるものを数回測

定しこれの平均値を

もつてそれぞれの地

点の風速とした。

風速は飛砂測定器

を使用した場合と単

に風速だけを測定し

た場合とでかなり風

速が異るものと思わ

浄飛砂測定器から10

勁離して風速計をお

いて測定した。この

結果は第 7表の如く

であり,こ れを図示

すると第 8図の如く

である。

１０

２０

側

４０

側

鉤

11.49

11.05

9,91

4.56

7.52

9.05

2 46

5.02

5.21

5,77

5.81

501

5.86

5,70

5.61

614
620
5,60

10.07

11.56

11.02

2.15

7.99

8.84

11.ワ4

12.55

11.て 死2

2.96

790
9.62

2.96

2.89

4.58

7.25

7.96

7 02

5.68

5.58

2 72

751

7.46

6.19

lln

lm

lm
O.7m

uSC  l nOn

m/s
10 91

10,56

8,02

5.51

7.04

9,14

Notc:l ROw(選研基『 !:Pttancc frtt thC bCh:

2 ROws(澁琥rar::
キ・・̈ Ⅲ…… Non uslng

vclOcity by using thc sand cOllcctOr in sinplc

験した。風速計は理工研式小型ロビンソン風速計 2個と

飛砂測定器は筆者の考案した第 6図の如きA,Bの 2種
類と理工研式飛砂測定恭を使用した。ビーケグラスはあ

らかじめボツトに植えて養成したものを使用した。ビー

テグラス1列の場合は株間が測切となるよ うに配列 し

てボツトの上端迄砂に埋めて出来るだけ現地の植栽の場

合と同じようにつとめた。 2列の場合は更に 1列の後方

50勤のところに千鳥状に株問50Mと して配列した。送風

機,ビーテグラスおよび測定器具の実験配置を平面図に

、示すと第 7図の如くである。各ポツトのビーチグラスの

株数は25～50本の分けつがあり,車丈は平均80働～90勤

であつた,然し直立した地上高の車文は平均40翻～50勁

であつた (こ の高さをHとする)。 飛砂測定恭はA,B
両種類とも最下端の測定節の底面が砂面上にあるように

装置した。本実験は1%9年 9月 下旬に行つた もので あ

る。

風速測定はビーチグラス植栽列の風上 1″ (風源より

4″夕の地点)と列の風下 1″ (風源よりる″の地点)と

の2ヶ所で測定した。飛砂量の測定は風速測定と同じ位

置で風源より4″ ,6陶の2つの地点で行つた。

2,実験結果および考察
(A)風速の測定結果
裸地の風速 (標準風速)

風速を一定になるように送風機を調整した後風源 よ り

4η ,6η の距離における裸地状態の場合の風速を数回

測定しこれ等を平均した値をもつてそれぞれの地点の標

準風速とした。ビーチグラス1列および 2列植栽の場合
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これによるとビーチグラス1列の場合で風下において

飛砂測定器を使用した場合,地上10配の風速が著しく減
少した以外は極端な変化は見られないようであるがこの

問題は今後一層研究する必要があるように思われる。

ビーテグラス1列および 2列植栽の場合における風上

(風源より4効 の地点)お ょび風下 (風源より677Jの地
点)で裸地と同一地点の風速とから,裸地の風速を標準

風速 (V。)と し,こ れに対応する植栽時の風上および風

下の風速 (V)か ら風速比 (V/V。 )を算定した。 これ
等の結果をまとめると風上におけるものが第 8表 ,風下
におけるものが第 9表の如くである。

(B)飛 砂量測定結果
飛砂量測定は裸地においては風源より4η ,6物 の 2
つの地点で行い,ビーテグラス1列,2列の場合も裸地
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Fig.8 VariatiOn Of lAIind vc10city by using thc sand collcctOr.

(in SimplC Wind‐ tunncl.)

TablC 8. Rclativc wind vc10citics tO、 vindlvard Of thc plantcd bclt in

simplc  wind‐ tunncl.

Hcight abovc

surfacc in cm

1淀
i訟ty撃

;

2 RO、γδ
ηを■lψλ減

１０

２０

鉤

４０

５０

測

12 19

10 12

9.54

8,20

541

5,79

10.91

10.56

8.02

551
7 04

9 14

0 90

1.骸

0.84

0 67

1.50

1 58

10 07

11.66

11.02

2 15

7.99

8.54

0,85

1.14

1.16

0.26

1.48

1.44

Notc: Distancc frOHl thc plantcd belt of bc2chgrass : lm
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Tablc 9. Rclativc wind vclocities to lcclvard of thc plantcd belt in simplc

wind‐ tunncl.

Standard wind 2 ROws
Hcight above

surfacc in cm
V/V 洋軽x卜盤ty

vclocity
vclocity
V In/s

locity ratim/S

１０

２０

ｍ

４０

５０

測

2,%
2.89

4.58

7.25

7.96

7.02

0.45

0,42

0 69

1,17

1.45

1,60

l Row・ …,・・ l m
2 Rolvs … … 0 7m

Standard～vind vclocity:This is in thc casc nothing bcing plantcd,

Tablc lo, Grain sizc And wcight of standard blo、 vn sand in siinplc wind‐ ttlnnel

(Distancc frOm blowcri 4 m)

Sizcs of sand grains in lnnfL%Hcight above

surrace in cm

50～ 45

45 - 40

40 ～ 55

55 ～ 50

30 ～ 25

25 ～ 20

20 ～ 15

15′ψ 10

10- 5
5- 0

IVcight of
biown sand
kg/m/11。ur

0,05

0 07

0,11

0.20

0.56

0.69

1.59

2.96

7.45

19.25

2.0～ 10 1 1.0～0.5 1 0.5～ 0 25 1Under 0 25

一　
一　
一　

一　
一　

一　
一　

一　

一　
一

25.52

45.67

26.79

59,14

コ6.28

61,66

57 59

51.50

56.96

65,75

72.89

55.54

72.52

60.59

52.89

至貢〕.2Cl

41.91

48.10

42.65

る6.04

5.79

0 79

0.89

0.5Cl

0 85

0.14

0,70

0.60

0.59

0.25

6.55

6 92

る.64

6.19

5.開

4 69

5 02   1    0 75

5.21   1    0 79

5.77   1    0,95

5.01    1     1 14

Notc :  Distancc frOni the plantcd bclt of bcachgrass :

Notc i Standard bloⅥ rn sand : This is in thc casc nOthing bcing plantcd.

Tablc ll. Grain sizc and Ⅵ′cight of standard blown sand in siて nplc

wind‐ tunncl.(Distancc frOn thc blowcr:6m)

Hcight
abovc surracc
in cm

50 ^V 40

40 - 50

5o - 2o

2o ～ 40

10- 0

Wcight of
blo、vn sand
kg/m/HOur

0 22

0.48

1,15

2,77

9.15

Sizcs of sand grains in Hlln %

2,0～ 1.0 1 1.0～ 0,5 05～025 undCr 0 25

011

o.02

7.55

5.95

9.71

25 88

50 04

90.52

94,04

89 14

75.55

69 68

2.15

2 06

1.15

0 46

0.26

Total
1  15,75  1 Watcr COntent of sand 2.4る %
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TablC 12, Grain sizc and weight of b101vl■ sand to wind、 vard of l roW Of
bcachgrass in siて nplc、vindぃtunncl.

( 55)

Hcight abovc

surfacc in cm

50 ～ 45

45 - 40

40 - 55

55 ハツ 50

50 - 25

25 - 2o

20 - 15

45 ～  10

10^ン  5
5- 0

Hcight abOvc

surfacc in cm

50 - 40

40 ～ る0
7。0～ 20
20 - 10

10 ～  0

Hcight abovc

surface in cm

Vヽcight of
blo、ヽ sand
kg/m/HOur

0 055

0 065

0.110

0 175

0515
0.565

1 145

2 550

6 655

17.570

W 「ヽcigh of
blown sand
にg/m/HOur

0580

0.705

0 840

1.595

5,170

1/Vcight of
blown sand
kg/m/HOur

Sizcs of sand grains in=ェ In %

20引 01生 0～a51α 5～a25 1und∝ 明

一　
一　
一　
一　
一　
一

0.61

0.99

2o,24

1048

14.71

22.55

14.22

58.19

51.07

54.58

56,72

65.95

77.58

87 90

84.51

77.56

85 50

61 45

489Э

44 59

42 80

52.24

258
1.62

0,98

0 29

0コ 8

0.56

0,45

o 22

0 48

0.32

Tablc 15. Grain sizc and wcight of blown sand to lccward Of l rOW Of

bcachgrass in sil■ ■っle M′ ind‐ tunncl.

Sizcs of sand grains in Hュ In %

2o～1.0 1 10～05 0 5-0 25 undcr o.25

52.48

54 20

57,19

29 81

52 08

66 75

65,02

62 11

69.61

47 72

0,77

0 78

066
0弱
o.2o

TOtal 8 690 �Vatcr cOntcnt of sand 2 5%

Distancc froHx thc plantcd bclt :

TablC 14.    Grain sizc and weight of b10wn sand to M′ indward Of
2 rOⅥ′s Of bcachgrass in sirnplc私′ind‐tunncl.

Sizcs of sand grains in HHn%

2o～1,o11,「『Ь「硬高瓦戸面馬扇

,Vatcr cOntcnt of sand 2 51ラ必

50 - 45

45 ～ 40

40 ～ 55

55 - る0

50 - 25

郷 ～ 20

20 - 15

15～  10

10ヘン 5
5- 0

TOtal

0 040

0.065

0.100

0,180

0.525

0 625

1.295

5 005

8.乙20

21.565

55 52o

0 05

0,04

119

1411

59.55

5.05

4 62

4 02

17 54

2108
4245
67.15

57.04

84.72

59 69

95 97

94 02

95,56

81 89

78 54

5る .95

52 45

61.51

117
0 78

1 00

1.56

062
0.57

0 58

0.59

0 58

046

一　

一　

一　

一　

一

Watcr contcnt of sand 2弱 %
Notc : Distancc ronl thc plantcd bclt : l m
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TablC 15.(3rain sizc and wcight Of b10wn sand to lccward of

2 rO、vs Of bcachgrass in siFnplc wind‐ tunncと .

Hcight abOvc l Wcigh Of Sizcs Of sand grains in Hュ In テ之ぅ

surfacc in cm

50 ～ 40

40 ハツ 50

50 ～ 20

20 ～ 10

10^ン  0

blown sand
kg/m/HOur

1 105

1 105

0.925

1 105

5.145

20判 01 5105～0 251Undcr O f

一　
一　
一　
一　
一

27,31

57 91

50 60

50 54

65 E18

71 56

61 64

68 81

69 o7

54 65

0 65

0 45

0.59

0 59

0.27

TOtal  1  7:295 1 Watcr COntcnt of sand 2弱 %

Notc : Distancc frOm thc plantcd bclt : o 7m

Tablc 16. Rc12tivc sizcs Of sand grains in silnplc vァ ind― tunncl.

Sizcs of sand grains in millimctcrs %

ovcr 2.0 2o～ l o 1.0～ 05

80 70

α5～ 臥解
|

0 25

2.45

と同一地点で風源より4 JPJを 風上,6η ,を風下として測
定した。飛砂を採取する時間は60秒間で飛砂口の巾は 6

効であつたが計算および他の資料との比校を便宜にする

ため飛砂量はすべて 1時間当り飛砂国の巾 lη 当りの重

量 (々夕/η /HOur)の単位として算出した。裸地におけ

る地上高別飛砂量,および飛砂の粒経分布の測定結果は

風源より4Vの地点のものが第10表 ,風源より6夕″の地
点のものが第11表の如くである。またこの実験を行つた

時の砂の合水率は 251～2.46%(重量)であつた。次
にビーチグラス1列および 2列値枚の場合における地上

高別飛砂量および飛砂の粒経分布の測定結果は 1列の場

合風上面が第12表 ,風下面が第15表 , 2列植桟の場合風
土面が第14表 ,風下面が第15表の如くである。また学内
で行つた小型の砂丘の砂の粒経分布は第16表の如くであ

る。

(C)結 果の考察
ビーチグラス1列および2列 の場合における風土およ

び風下の風速,風速比を図示した第 9図において,風源
より4効 の地点即ち風上 lηの地点における風速比を見

ると1列植栽の場合,砂面上2Cl勁 ,2列植栽の場合砂面
上20翻おょび50勁の高さの風速比は 1よ りも大きく標準

裸地の風速より増大している,その増加の割合は 2列の

場合の方が大きくなつている。砂面上4o勁の高さの風速

比は 1列および 2列共に非常に小さくなつており標準風

16 50

速に比べて著しく減少している,こ の減少のし方は 2列

の方が著しい。上述の結果はビーチグラスの直立高の車

丈の高さが約40肋であり,こ の辺 りがビーチグラスの葉
の密度の多い処であるため砂面上40初の高さのところが

風速が減少したものと思われる。砂面上20勁おょび50勁

のあたりの風速の増大はビーチグラスの柔軟性のために

生じたものではないかと思われる。

風下面で風源より67P2の 地点においては砂面上lo勁の

高さは著しい減風効果が見られた。然し 1列植我と2列

植栽とは大きい差異は認められなかつた①砂面上20動 の

高さになると2列の場合は砂面上lo初の減風効果を県つ

ているが 1列の場合は著しく風速の回復が早いそうして

ほぼ砂面上50効迄は減風効果がかなりあるがそれ以上の

高さの地点では 1列および 2列 とも標準風速よりも大 く

きなつている。これはビーテグラスの直立した車丈が大

体40効でありその直上以上はビーチグラスの届撓性のた

めかえつて風速を大にしているのではないか と思 わ れ

る。風速の回復は 4列 より2列の方が早 く現われている

ようである。

飛砂防止機能について

ビーチグラス植栽の場合の飛砂量を図に示すと第10図

の如くである。風上面における飛砂量は砂面上15勁迄は

裸地より2列の場合の方がや 多ゝいがそれ以上の高さに

おいては 1列および 2列の飛砂量は裸地のそれより減少



している,多少の増減は見られるが風上面における飛砂

量は砂面上の高さが高くなるにつれてほぼ同様な割合で

減少していることが認められる。

風源よりる物の地点即ち風下面における飛砂量は砂面

上50勤まではビーチグラス植栽列の増加につれて減少し

ているがそれ以上の高さでは逆に増加していることが見

られる。このことはビーチグラスの直上を飛びこえたこ

まかい飛砂が多くなるためと考えられる。しかし風下面

における各実験毎の飛砂量の総計は裸地の標準飛砂量が

1575修 /″η/HOur(巾 1物 当り1時間の飛砂量の重さ)

1列の場合が 8,69物 /羽 /HOur,2列の場合が7妙 夕々/η

/HOurで 1列および 2列 ともに裸地の飛砂量より減少し

ている。以上の結果から砂面上10～ 20勤 の標準風速が 6

～ 7η /Secの場合ビーチグラス植我列の風下における

飛砂の防止率を求めると次のようである。

¥ × 100= Z

X: 標準飛砂量 (裸地)
Y:ビーチグラス植栽の場合の飛砂量
Z:飛砂の防止率

( 57 )

4列植栽の場合が 56.8%

2列植栽の場合が 46.9%

以上となり2列植哉の場合は裸地の飛砂量の約50%は

飛砂を防止したことがわかつた。

飛砂の地上高別砂粒の粒経分布について見ると,第 10

表～15表の如く最も風により動かされ易い粒経は 0.5″″

～025″″の範囲のもので次いで1,0″″～0.5効のものであ

る。また飛砂の大部分 (6Cl～70%)は砂面上10勁迄の高
さのものであり,地上高が次第に高くなるにつれて飛砂

の粒経は次第に小さくなつていることがうかがわれた。

以上要約するにビーチグラスを植我した場合その後方

の減風効果は 1列植栽より2列植栽の方が一層大きいこ

と。

標準風速が 6～ 7物 /Secの 場合飛砂防止機能につい

ては裸地の飛砂量に対して 1列植栽は56.8%, 2列植
栽は469%程度の飛砂防止率を得ることがわかつた。以
上極めて測定回数も少く且またビーチグラスの植栽列も

少く風速もる～7″ /Secの 範囲であるので何んとも確実な

結果は得られないが,しかし本実験の結果,あずかビー
チグラスが 1列 , 2列の場合でもその風下えの飛砂量が

海岸砂丘地におけるアメリカンビーテグラスの飛砂固定機能について

れ
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中

“

諦

２０

Ｃ

　

モ
∝
う
こ
ぃ

ｏ
き
コ
甘

｝
ｉ
輝
し
ェ

笏成 陸♂。″η ′れο

″だ〃どνArど

左 cc″ 2′江

α2 04 06 118  i0  12  14
切,叡江1/cどοcIヮ ′■ゼど。

Cm

こ50

著40

玉
30

豊 20

10
|も
ぇ

C ittt

60

:Ь o

著40

ゃ30

主20

19

゛
＼

ィ

γ

睛
６。
ど部
ω抑
。ｏ
ｐ
乳
・
却246819

″t々■7Fんユゥ αttЛ17eS     取ノζCC

Notc : Numbcr Of linc.

6      82      /4
ヵ″Z″あrち 口々彎い  m/Sec

1 ・…… l ROw   2. ……… 2 ROws  5Ⅲ ………StAndard
�VindⅥ′ard fOr lm diStancc frOnl thc Plantcd bclt.

Lccvrard for lm distancc fro■ l thc plantcd bclt.

Fig。 9 �Vind vc10citics and wind vc10cities ratiO On thc lvindlvard
and lccw2rd of plantcd bclt of bcachgrass.

(in SimplC Wind― tunncり

2//したど2r/2′芝

ι ceフ 盛′江



( 58 )

 ́    0～ 10   1oヽ 20  つoヽ 30  30^40  40へ 50

HetBtt db°yc 9round   Cm

Notc :  Nulnbcr of hnc.

占をtttdl Ⅵ配聰�

占をtttdl h帥がd
Fig. lo V`Cight Of b10M/n sand Of cach hcight

abovc grOund in Ⅵ,indMrard and lccward

oF thc plantcd bclt Of bcachgrass.

(In SimplC Wind― tunncl.)

約50%程度防止 されたことは今後の飛砂固定に対 してビ

ーチグラスを使用す ることの効果的なことがある程度数

量的に立証 されたものと考える。

V総 合 考 察

飛砂に関しては R.A BACNOLD氏 5),wi S GIEPIL

氏6),池田茂氏4)河村龍馬氏40)等の研究が報告されてい

る。 これに よると砂粒の運動様式は SurfaCC Crccp,
SaltatiOn,Suspcnsionの 5っである,第 1は比較的大型

の重い粒子が地表面を転がりつ 進ゝむ運動であり,第 2

のものは眺躍および衝突飛動により運ばれるものであ

り,第 5の ものは徴細な粒子が気流の乱れに よつて上

方へ運搬される型つものである。

砂丘における飛砂の大部分は SaltatiOnに よるものが

多いと報告されている。鳥取市浜坂の木学砂丘研究実験

所構内において,池 田茂氏の行つた報告によれば4),平

夫

均風速7 6ηη/SCC.以下の場合において地上56翻以上に17JK

ね上る量は極めて少く仝飛砂量の 1.4/に過ぎない,ま

た地 とる勁～56勤の高さにυζ躍するものは全飛砂量の

58.5%で あり地上 6翻以下のものは全飛砂量の約604夕´

であつたと報告されている。これ等から見ても飛砂の高

さは大体地上10勁以内が大部分といえる。

河田三治氏等の報告によればフ′819′ 10)砂面が乾いて

いれば平均風速 (地上 4/77位 の高さ)が 577P/seCの 間に

なると表面の砂粒が風下の方へ移動をはじめる,こ の砂

粒が動き出すと僅かの高さと距離づ 飛ゝび跳ねながら運

搬する。BACNOLD氏はこの運動に対し衝突飛動 (Salta
tiつn)と いい砂の移動に関する一次的作用であることを

示している。河田三治氏は風速のあまり大きくないとき

(12774/seC以下)においては飛砂の機構はその大部分が
Sal(ationに よるものであるとしまた飛砂層は砂面上数

勁のごく低い部分にかぎられることを報告している。

筆者が行つた上述の実験の結果ど一チグラスの植栽地

において地上高 5勤～10勁における風速の減風効果が著

しいことから見て飛砂固定量の大きいことが明らかとな

つた。また第 1試験地のA区のように周囲 4列のみ植栽

したもので中央の裸地状となつた部分における地上高 5

効～50勁の処の風速比が 05以内であることから見て他
のB区およびC区に近い飛砂固定量が実測されたことを

立証している。

前砂丘を築設するに当つて欧州においては砂車を植枚

して砂丘を所要の高さにまで漸次高めるように してい

る11),海岸草値付けの間隔は海岸の方へ行くほど大き

くなるようにし,砂丘の頂上部へ近ずくほど密になるよ

うにしている。第11図はその植栽の雛形で巾2初 の網状

で砂丘の頂上部に至るに従い次第に密になるように問植

を行つている11)。 このような欧州の海岸地帯において人

工砂丘の築設に欧州海岸車を使用している。またアメリ

カにおいては米国海岸草を使用して砂丘の飛砂固定を行

つてヤヽる12)。

筆者の今回の実験によつてわが国の砂丘地においても

上記の方法による砂丘地の飛砂固定が充分実行出来るこ

とがたしんヽめられた。

欧州等においては一定期間内における飛砂固定量およ

び高さ等が報告されていなかつたので実用上不便を感じ

ていたが,本報告にようわが国におけるこれ等の事項が

明らかになつたので今後砂丘地への飛砂固定を実行する

に当り大いに参考になるものと思われる。また 2〃ι方型

の網状に植栽する,いわゆる Nct‐wDrkにおいても他の

全面植栽におとらない飛砂固定量があつたことがわかつ

,こ。
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海岸砂丘地におけるアメリカンビーテグラスの飛砂固定機能 ,こつぃて ( 59 )

Fig。 14.Diagrams Of standard 2 mctcrs
squarcs. Thcy arc uscd On thc Baltic

fOr planting marram grass on thc

artiFicial sand dunc. Thc arrOw

shO、vs thc dircctiOn of thc prcvaili1lg

wind.

飛砂の防止には密集した多量の砂粒の運動が築き上げ

る SaltatiOn を阻止することが原則的である。従つて

ビーチグラスの植栽によつて地表面での風速は極度に衰

え,同時にまた Saltationに より運動せる砂粒が他の粒
子をはじき上げる機会を減ずることにより飛砂を固定す

るものであろう。 このことは刈株被覆農法 (Stubblc
mulch Farmiog)に おいて非常に効果が見られ, 現に

飛砂地において各種の mulchを行つてよく飛砂を防止
している。風食地帯において植物の茎葉および麦等を収

穫した後の刈株が土壊表面に刈り残 され て よ く Wind

ErOsiOnを防止していることは既に知られているところ

である。筆者の行つたビーチグラスの試験においても生

育期間の繁茂している時は勿論のこと,冬季においても

在来のわが国の砂車には見られない草丈が長 くまた強靭

な枯茎葉がそのま【残存していて砂粒表面を吹 く風の速

度を減じ Saltationに よる砂の移動を防ぐために上述の

如き多量の飛砂を固定するものと思われる。今後更に上

述の如き研究結果を参考にして各種の植栽密度につき

広い面積について研究するとともに,ク ロマツ,ニ セア

カシヤ等の砂防樹木と併用した場合等につき実験中であ

る。これ等の研究によつて今後わが国における砂車によ

る飛砂固定法の最も合理的な方法を究明したいものと思
ψつてヤヽる。

Ⅵ 摘

1951年以来筆者は鳥取大学農学部浜坂砂丘研究実験所
におぃてァメリカンビーチグラスの値旗試験を行つて来
た,その結果本砂草はわが国の砂丘地における飛砂固定
月砂草として極めて有望なものと思われた。

本報告においては上記の研究実験所構内においてビー

チグラスの各種密度別植栽試験区を設定しそれ等におけ

る飛砂固定量を実験した。また学内に砂丘の砂を運搬し

て人工的に模型砂丘を作りそこにご一チグラスを植栽し

人工的に風を起してビーチグラスの飛砂固定量を実験し

た。

以上の研究結果を要約すれば次の如くである。

(1)砂丘地において2物 方形の Nct‐wOrk植栽におい
ては植栽してから1年以内では全面植栽となば同じ程度

の飛砂固定量であつた。

(2)砂丘地において10/」t方形の面積に周囲4列のみ植

裁した P10t Aに おいては植栽してから2年の経過後ま

では全面植栽に近い飛砂固定量であつた。

(31 砂丘地の第 1試験地において植裁してから2年治

よび 4年経過後の各試験区の飛砂固定量は次の如くであ

つた。

2年

A区 : 184.フ コ物3,B区

C区

4年

A区 : 265.44物 3,B区 : 馬9.%物 3,

C区 : 520.64ηお,

14)砂丘地における第 1試験地においてビーチグラス

植我地の風上の高い部分の傾斜角は概して砂丘の砂の息

角 (50°～54° )に近いものであつた。

D 砂丘地における第 1試験地の各試験区において植
栽から2年および 4年経過後の飛砂による堆砂の最も高

いものは次の如くであつた。

2年

A区 : 152'″ ,B区 :

4年

C区 :

A区 : 165V,B区 : 2.25物 ,C区 : 2.lo%
(61 模型砂丘上の簡単な風洞内でビーチグラスの 1列

および 2列の植栽による風下の飛砂の防止率は次の如く

であつた。 (標準風速 6～ 7′η/SeCの 場合)

1 ヌ叫:  66.87F    2 アu :   46.9/

備考 ニト
三
Yl X 100三 Z

標準飛砂量 (栽植しない場合)

植哉の場合の飛砂量

飛砂の防止率

(1961 5.515電塑里)
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夫中田

Summary

Sincc 1951, thC author has bccn cOnducting thc plant tcst of Amcrican bcachgrass(И れ″ψカウど'b″
υケ′を″物ど,

FERN。 )On thC Hamasaka Sand Dunc Laboratory of TOttori Univcrsity.

Thc flo、 vcring‐timc is frOni latc in July tO Carly in August in thc sand dunc of Tottori district, and thC

sPikclikc paniclcs arc about 50 ctl lOng, but thc sccds prOduccd arc quitc stcrilC.

Thcn multiplicらtiOn must bc conductcd by division. It sprcads many long rOOts from 20 CHi to 40 Cm

in dcpth.Thc long crccping rhizomccs strctch an arOund, thus thc vigorous multiphcation is donc casily

by bcachgrass。

From carly spring to latc autuma, thC tOugh and coarsc lcavcs and stalks covcr closcly thc surfacc Of

thc sand.

ThcrefOrc thc Amcrican bcachgrass sccmS tO bc vcry suitablc as a ncⅥ ァgrass for thc fixatiOn of drifting

sands on thc coastal sand dunc in」 apan.        ヽ

ln this rcport, thc author has bccn cxpcrilncnting on thc volumc of drifting sand hcld by Amcrican

bcachgrass in thc tcst pと ots that havc cvcry kind of Planting dcnsity of Arncrican bcachgrass on thC

Hanasaka Sand Dunc Laboratory of Tottori Uェ �vcrslty.

And cxpcrimcnts on thc fixcd volunc of bloヽvn sand in 2 rOws and l roⅥ ′ OF bcachgrass in a silnplc

wind‐ tunncl.(ScC Fig。 2 0f platc Ⅱ )

Thc rcsults Obtaincd arc su菫 IInarizcd as follows:

(1) ThC V。 lumc Of bloⅥ′n sand hcld by bcachgrass plantcd in a tヽ Vo mctcr squarc nCtヽ
Vork artcr thc

lapsc Of scvcn months frOm planting was about cqual to onc of Planting thc Ⅵ′holc surfacc.

(2) Thc fiXCd VOlumc of blo、 7n Sand on thc p10t A (4 rO、 Ts‐bordcrcd plantingヽ vith bCachgrass。)aftCr thc

lapsc Of 2 ycars from planting was about cqual tO onc of p12nting thc■ ArrhOlc surfacc.

(3) ThC Fixcd volumc of blo、vn sand in cach plot aftcr thc lapsc Of 2 ycars and 4 ycars frOm planting

in thc numbcr l tcst plot was as folloⅥ ′s:

2 ycars :

Plot  A …・ 181.74 m3

4 ycars :

PiOt A…・2“ 44m3   Plot B・ …柘9.95m3   Plot G…  520.64m9

(4) ThC anglC Of inclinatiOn at thc pcakcd Part wind� vard on thc plantcd land of bcachgrass on thc

numbcr l tcst Plot 、vas about thc samc as thc anglc of rcpOsc OF sand。 (50° -54° )
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p10t aftcr thc lapsc OF 2 ycars and

Plot A・ -1,ψ m

4 ycars:

Plot A.… 1,65=I  Plot B,… 2.25 m  PiOt  G… ・2.10m
(6) Prcvcntivc ratiO Of b10wn sand in lccward by planting Of l ro� v and 2 rOws
simplc wind‐ tunncl was as fOllows:(In caS of standard wind vclodty 6～ 7m/scc・ )
l  row …・ る6.8フ歩    2  rOws …・ 46.9フイ

Notc:

with bcachgrass in a

義
上 × loo=z

Z: Prcvcntivc ratio of b10wn sand.

Y:B10wn sand in casc Of planting.

メこ: Standard b10wn sand (In casC of nOthing planted.)

ExPlantiOn of Plates

Platc  I.  Fixativc cOnditions Of sand mOvcmcnt by planting OF bcachgrass On thc Hamasaka Sand

Dunc LabOratOry of TOttO�  univcrsity.

PanOrama Of numbcr l tcst plot On thc land plantcd with bcachgraき s, Plot A,B. and C frOm
thc right of figurc.

PanOrama or numbcr 2 tcst plot on thc land Plantcd M′ ith bcachgrass.

5, 7

Fixativc cOnditiOns Or sand mЭ vcmcnt aftcr thc lapsc or 2 years from planting on thc numbcr

l tCst plot。 (Autumn scason)Notc:Windward・…Lcft

(5)Thc maximum hcight Of hcaping sand

4 ycars frOm planting in thc numbcr l tCst

2 ycars I

by b10wn sand in cacl■

PlOt was as fOl10wsi

movemcnt after the lapsc Of l ycar and 7 mOnths  frOm planting

(SummCr scason) Notc,Windward,_Right

mOvcmcnt aftcr thc lapsc Of 4 ycars frOn■  planting On thc nunber
Notc:1/lrindward… ・Lcft
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Fig.

Fig.

5。 …Ⅲ PlOt A

5, …,Plot B

7.… Plot C

4.6.8
Fixativc cOndiiOns Or sand

on thc numbcr l tcst plot.

4.“ Piot A

6. …・Plot B

8,…・ P10t C

9,10.

Fixativc cOnditiOns Of sand

l tCst plot。 (,VintCr scasOn)

9.

10r

Ⅱ

l.

2.

…・ Plot A

・・・ PiOt B.… Lcrt Plot A・… Right

Fixativc cOnditions OF sand movcmcnt aftcr thc lapsc Of 2 ycars frOm planting on thc plot A.

(Numbcr l tcst plot.) こヽcasuring mcthOds Of wind vc10city by using of thc Gup‐ 2nemometcr.
Simplc～ vind―tunncl, shO� ving Cup‐ ancmOmctcr and Blowcr.
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Fig. る。

夫中田

Fig.

Fig.

rig. 6.

Fig. 7,

Platc Ⅲ
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Fixativc cOnditions of sand movem(れ t after the lapsc of 4 ycars frOm planting on thc plot A

(WintCr seasOn.)

SilnPlc wind‐tunncl, showing sand collcctOr and Cup‐ ancmomcter.

Tillcring organization Of undcrground Part 、vith thc hcaping sand of bcachgrass in thc

sand dunc.

(IIO� ZOntal linc shOws thc height Of earth surfacc in thc last invesdgation,)

Expcriment of blown sand in l rOW Of beachgrass in a shnPlc wind… tunncl.

Expcrilncntも f b10wn sand in 2 rOws Of bcathgrass in a simple■vind‐tunncl.

Stab』izatiOn Of d� ftingさands by planting of bcachgrass On thc FIamasaka Sand Dunc Labora…

tory Of TOttOri Univcrsty.

GrOwth conditions aftcr thc lapsc Of l year frOm planting.

CrOwth cOnditions aFtcr thc lapsc Of 2 ycars frOm plantilag.

Bcachgrass nctⅥ ′ork,ShiFting sands may be anc4orCd tCmporarily by bcachgrass arrangcd into

a nctwork consisting of a systcm of squarcs mcasuring 2 mctcr on cach sidc.

Fig.

Fig.

Fig.
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Platc.  I
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